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１．背景 （１）農業機械化アドバイザーTOR

• 役職：

農業機械化アドバイザー

• 所属：

農業畜産開発省農業機械化局

• 派遣期間： 2022年3月～2024年2月

• 業務内容：

１．政府関係機関と民間関係者の連携強化

２．農業機械に関係する人員の能力強化

３．農業機械化に関する活動の推進

４．農業機械に関する新たな案件/プログラムの形成

※ AFICAT調査団とAFICAT活動の促進を図ることも重要な業務
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１．背景 （2）ケニア概要

 東アフリカ最大のモンバサ港を有し地域経済の中心的な役割を有す。

 多国籍企業や本邦企業（１０３者、２０２１年）も多数進出。UNEP（国連環境計画）・UN-
Habitat（国連人間居住計画）等の国連機関本部、ジェトロ（日本貿易振興機構）等の拠点も
存在。

 サブ・サハラアフリカにおいて我が国ODAの最大供与国。
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１．背景 （2）ケニア農業概要

 位置づけ： GDP‐26％、雇用‐75％、輸出額‐60％を占める基幹産業

(National Agricultural Mechanization Policy, 2021)

 耕地面積： 農用地‐2,763万ha、耕地‐580万ha (FAOSTAT)

 主な農産物（FAOSTAT, 2018年）：

茶（49万トン）、サトウキビ（526万トン）、コーヒー豆（4万トン）、トウモロコシ（401万トン）

※ 茶は輸出量世界第1位、生産量世界第4位。

※コメは食糧栄養安全保障戦略の優先作物

生産量‐約17万t、栽培面積-約5万ha、収量‐約3.3t/ha

ムエア灌漑地区で5割以上のコメを生産

（いずれも2018年、 National Rice Development Strategy, 2020）

 農家： 小規模農家が6割強、高齢化

The average age of the Kenyan farmer is 60, and adoption of modern technology and agricultural 

approaches can be more difficult and costly – in terms of learning – for older populations. 

（AGRICULTURAL SECTOR TRANSFORMATION AND GROWTH STRATEGY、2018） 5



【参考： 関連データ抜粋】
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【参考： 関連データ抜粋】
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【参考： 関連データ抜粋】
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【参考： 関連データ抜粋】
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（Economic Survey, 2022）

（AGRICULTURAL SECTOR TRANSFORMATION AND GROWTH STRATEGY、2018）



【参考： 関連データ抜粋】

10（Economic Survey, 2022）



【参考： 関連データ抜粋】

11（Economic Survey, 2022）
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（AGRICULTURAL SECTOR TRANSFORMATION AND GROWTH STRATEGY、2018）

【参考： 関連データ抜粋】



２．ケニア農業機械化概要 (1)機械化の現状

 農業機械化率：

Currently the use of motorized power stands at 30 percent, hand and animal draught power (ADP) 

at 50 percent and 20 percent respectively. （NATIONAL AGRICULTURAL MECHANIZATION POLICY, 2021）

・ 【参考： トラクター関連情報抜粋】



２．ケニア農業機械化概要 (1)機械化の現状

 農業機械化率： Value chain全体 （Rice in Mwea、元農業機械化アドバイザー調査）
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２．ケニア農業機械化概要 (1)機械化の現状

【参考： 農業機械化関連情報抜粋（2023年セミナー資料）】



２．ケニア農業機械化概要 (1)機械化の現状

 農業機械化事例： コンバイン （元農業機械化アドバイザー調査）

※ Impact

➢ Reduction of harvest losses:  2 -3bags/ acre

➢ Reduction of cost: More than 5,000Ksh/acre

➢ Reduction of time for the work: 45minutes/ acre

➢ Creation of businesses



２．ケニア農業機械化概要 (2)関係組織（行政）

 歴史（NATIONAL AGRICULTURAL MECHANIZATION POLICY, 2021抜粋）：

✓ 1947年:  Soil Conservation Services（SCS）が設立。

重機を用いた農地の開墾、整地等を実施。

✓ 1959年： Nakuruに現地製造及び輸入された農業機械の試験・評価機関を設立。

✓ 1965年:  Tractor Hire Service（THS）が設立。

農地の開墾、農業機械の導入促進等の活動を実施。

✓ 1981年:   SCSとTHSが統合する形でAgricultural Mechanization Service(AMS)が設立。

✓ 1990年代初頭： 構造調整により農業機械の試験・評価機関は解体。

✓ 1965年:   Tractor Hire Service（THS）が設立。

✓ 2006年： Agriculture Technology Development Center（ＡＴＤＣ）設立。

農業機械、農業加工、再生可能エネルギー、貯蔵等の広範な分野を担当。

✓ 2013年:  地方分権化の一環でAMSの管轄はCountyに移管。移管当時、７８の重機、115のトラクターを

保有。

✓ 2015年： Agricultural Mechanization Research Institute (AMRI) が設立。

農業機械関連技術・イノベーションに関する研究を担う。



２．ケニア農業機械化概要 (2)関係組織
 農業畜産開発省農業機械化局 ATDC（元農業機械化アドバイザー調査）：

✓ 役割

(i) Piloting technology and adaptive research 

(ii) Technology innovation and incubation

(iii) Capacity building of agricultural mechanization stakeholders

(iv) Development of knowledge platforms

✓ 組織体制

➢ Manager

➢ Deputy Manager

➢ Agricultural Mechanization

➢ Agro-processing Engineer

➢ Design & Fabrication

➢ Workshop

➢ Food Scientist

➢ Plant Operator

➢ Accountant

➢ Office Clerk

➢ Driver

✓ 設備

➢ Office including conference room

➢ Demonstration/Incubation* unit

➢ Workshop
< Home | Agricultural Technology Development Center (atdc.services)>

https://atdc.services/


２．ケニア農業機械化概要 (2)関係組織

 AMS （全国24か所）：（元農業機械化アドバイザー調査）

✓ 役割

農業機械化サービスの提供

農地の開墾

小規模ダム・農道等のインフラ整備

✓ 組織体制 (15AMS)

168名

(元農業機械化アドバイザー調査、2022年)

✓ 保有機材 （15AMS）

tractors (218), bulldozers(33), motor graders (8),

combine harvester (1) , excavators (7)

(元農業機械化アドバイザー調査、2022年)

※ 2013年分権化当時（24AMS）

重機（78）、トラクター（115）

✓主要課題：

予算配置、人員確保、不十分なモニタリング、

タイムリーな維持管理



２．ケニア農業機械化概要 (2)関係組織

 AMRI：（元農業機械化アドバイザー調査）

✓ KARLO傘下組織

✓役割

ケニアにおける農業機械関連技術・

イノベーションに関する研究の促進・実施

✓ 主な実績：

➢ 農業機械化戦略形成支援

➢ 小規模農家向け農機開発

Fast harvester, Weeder, Dryer, Sprayer, Shelle等



２．ケニア農業機械化概要 (2)関係組織

 Service Provider：

<ケーススタディ>

（ケニア国農業畜産開発省、PRIVATE SECTOR LED AGRICULTURAL MECHANIZATION INITIATIVE Report, 2019）

• 72馬力のトラクター
（ディスクプラウ、ディスクハロー）

• 年間10ヵ月稼働：
2～4月：Laikipia県でコムギ・メイズの播種
4～5月：Lamu県で綿花のための耕うん
5～6月：Taita-Taveta県でメイズ・マメの栽培
6～8月：Kajiado県でメイズ・マメのための耕うん
11～1月：Kiambu県で各種業務

• プラウ‐2,000ksh/acre、ハロー‐1,000ksh/acreの賃耕価
格で十分な収益の確保



２．ケニア農業機械化概要 (2)関係組織（行政中心）

 Service Provider （元農業機械化アドバイザー調査、2022）：

賃耕・賃刈りサービス等を提供する個人、団体等

✓ 体制

賃耕： Operators

賃刈り： Operators, Servicemen/Mechanics, 2 Tankers, Manager

✓ 業務

➢ １日： 10acres/day（賃耕）、18acres/day（賃刈り）

➢ シーズン

＜Mwea＞

Main season：July (planting) - December (harvesting), 

Ratoon crop: February (Harvest)

Second Season: March (planting) - July (harvesting). 

＜Ahero and West Kano＞

February (planting)-July (harvesting)

August (planting) – January (harvesting)

➢ 閑散期の業務

Transportation (cereals and sugar cane, construction materials), Hay bailing, 

Mowing heavy brush, Land clearing, Shifting extra heavy things, Landscaping, Construction



２．ケニア農業機械化概要 (3)機械化政策

 National Agricultural Mechanization Policy：

✓ 概要：

中・長期的な具体的な戦略及び関係者の役割を課題と対比する形で明確化。

農農業機械化開発の進展、研修・研究・開発のための能力強化、生産性向上のための

農業機械化推進、農業機械の質の保証、を行うための環境形成を目的とする。

✓ 課題分析：

①不十分な研修・研究・開発、②地方における製造・流通の低い能力、

③品質保証の不足、④低調な投資、⑤乏しい普及・技術適用、

⑥制度・法的枠組みの不十分な整備

✓ 農業機械化のメリット

①集約的な生産と付加価値の向上による生産コスト及び労働負荷の高い作業の減少、

②適期且つ効率的な農作業の実現、③新たな付加価値の創造、④作業の質の向上

⑤雇用・生計の創出、⑥地方の経済成長に資する農業主導の産業・市場の形成

✓ 具体的な介入策

①アクセスおよび流通改善②質の保証③投資促進④研究・技術開発促進

⑤教育・普及・技術適用促進⑥近代化促進⑦持続的土地利用・気候変動対策促進

⑧制度・法的枠組み強化⑨横断的事象促進



3. 活動紹介（ニュースレター抜粋）



3. 活動紹介
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